
   
愛鉄連健康保険組合から、「健康ニュース」のご案内です。 

 

◇◆1月 13日は成人の日◆◇  

 2022 年 4月から 18歳で成人となります。2023 年の成人の日は、18歳～20歳の 3学年合同で

成人式を実施するのかなど、大きく変わっていくと思います。今回は、「18歳成人」で変わるこ

と、変わらないことのお話から、若年層の健康についてお話しようと思います。 

◆18歳で可能になること◆ 

 ・保護者の同意がなくても契約できる(携帯電話、ローン、クレジットカード、一人暮らしの部

屋を借りるなど) 

 ・10年有効のパスポートが取得できる 

 ・司法書士、医師免許、薬剤師免許など国家資格が取得できる 

 ・女性の結婚できる年齢が 16歳から 18歳に引き上げられ、男女とも 18歳になる 

・性同一性障害の人が性別の取り扱いの変更審判を受けられる 

◆変わらず 20歳以上にならないとできないこと◆ 

 ・飲酒 

 ・喫煙 

 ・競馬、競輪、オートレース等の公営ギャンブルの投票券を買う 

 ・養子を迎える 

 ・大型、中型自動車免許が所得出来る 

喫煙は今までと変わらず 20歳からとなります。「JT全国喫煙者率調査(平成 30年)」より喫煙

率を年代別に見ると、20代では男性 23.3％、女性 6.6％ですが、30代では男性 33.1％、女性 11.1％

と喫煙率が上がります。就職後に、喫煙し始める人が多いのではないでしょうか。20歳から喫煙

は可能となりますが、若年層の健康を考えると、煙草を吸わない環境を作るのも企業の役目かも

しれません。 

◆若年層の肥満◆ 

 平成 20年 4月から 40歳以上 74歳以下の方へ特定健診・特定保健指導を実施しています。特

定保健指導該当者の 6~8割は、「20歳の時から体重が 10㎏以上増加している」と答えています。

これは、40歳未満は特定保健指導の対象ではありませんが、若いときからの肥満予防をしていく

ことが大切であることを示しています。 

 2018 年度の当組合の健診データからみると、40歳以上 74歳以下の特定保健指導対象者の中で

「20 歳の時から体重が 10 ㎏以上増加している」と答えている人は 76.6％ですが、それに対し、

40歳未満の積極的支援、動機付け支援の基準に該当する方の回答は 55.9％となっています。40
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歳を超えることで、20.7%も増加することが分かります。基礎代謝は年齢とともに落ち、太りや

すい体になっていきます。若く、基礎代謝の高いうちに肥満対策をすることで、この 20.7％の増

加を防ぐことができるのではないでしょうか。 

また、40歳未満の人で、「20歳の時から体重が 10㎏以上増加している」で「いいえ」と答えた

人の中で積極的支援・動機付け支援の基準該当者は 8.3％に対し、「はい」と答えた基準該当者は

41.3％と高い結果となっています。これは、40歳未満の若い人の中にも肥満を自覚し、危機感を

持っている人が多く、改善したいと思っている人が多いことを示しているのではないでしょうか。 

当組合では、健診後に受診した健診機関で保健指導を受けることが出来ます。保健師又は管理

栄養士と、日ごろの生活習慣を見直して、若いうちから生活改善を行っていくことで、元気に長

く働いていくことができます。未来に向けた健康管理のために、幅広い年齢層の方に保健指導を

利用していただけたら幸いです。 


